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　平成12年度に発掘調査が開始されたデーノタメ遺跡は、平成20年度
の第 4次調査によって、全国でも珍しい縄文時代中期の低地遺跡とし
て広く知られるところとなりました。

　この第 4次調査では、5,000年前の泥炭層から色鮮やかな漆塗土器
が多く出土し、縄文人の豊かな色彩が現代に姿を現したのです。ま

た、調査区で検出されたクルミ塚では、オニグルミを中心とする豊富

な有用植物の種実がそのままの姿で残っており、縄文人の食生活を具

体的に物語る貴重なデータを得ることができました。デーノタメ遺跡

は、まさに縄文時代のタイムカプセルであるといえるでしょう。

　その後、平成27・28年度の内容確認調査では、遺跡西部の縄文時代
の中期集落が「関東最大級」の大環状集落であること、東部の後期集

落も弦長が270ｍの規模で連なる大集落であることが明らかになった
のです。

　また、平成29年度における低地の内容確認調査では、後期の低地遺
跡が濃密に確認されたことにより、縄文時代中期から後期の集落跡

と、集落が利用していた低地遺跡がセットで遺存する稀有な遺跡であ

ることが再確認されました。

　本書はこうしたデーノタメ遺跡の第 1次から第 4次発掘調査及びそ
の後の内容確認調査の成果、さらに各種の自然科学分析の成果を総括

した調査報告書です。

　これまで、調査及び整理等の全般にわたり御指導賜りました明治大

学の阿部芳郎教授をはじめとする調査指導委員会の皆様、御協力を賜

りました関係各位に感謝申し上げますとともに、本書が郷土学習や学

術資料として幅広く活用されることを念願する次第です。

　　令和元年 9月30日

序

北本市教育委員会

教育長　清水　　隆



例　　言

1　本書は久保特定土地区画整理事業に伴うデーノタメ遺跡第 1次～第 4次調査及び遺跡の保存に伴う調査
の総括報告書である。

2　発掘調査は北本市教育委員会及び北本市遺跡調査会、内容確認調査は北本市教育委員会が主体となり実
施した。発掘調査の期間及び調査担当者、発掘指示番号及び通知番号については以下のとおりである。

　　第 1次調査　　　平成12年12月 4日～13年 3月21日　磯野治司・吉見　昭・齊藤成元
　　　　　　　　　　（教文第 2 –92　　　平成12年12月12日）
　　第 2次調査　　　平成17年 9月27日～18年 2月15日　磯野治司・齊藤成元・小松政毅
　　　　　　　　　　（教文第 2 –66　　　平成17年10月 7日）
　　第 3次調査　　　平成19年 9月 2日～11月20日　齊藤成元
　　　　　　　　　　（北教生発第120号　平成19年 8月23日）
　　第 4次調査　　　平成20年 2月14日～ 6月30日　磯野治司・齊藤成元
　　　　　　　　　　（北教生発第141号　平成20年 1月17日）
　　内容確認調査 1　平成28年 2月 1日～ 3月17日　坂田敏行　＊国庫・県費補助対象調査
　　　　　　　　　　（北教生発第279号　平成28年 1月26日）
　　内容確認調査 2　平成28年 6月 7日～ 7月12日　齊藤成元　＊国庫・県費補助対象調査
　　　　　　　　　　（北教文発第21号　 平成28年 6月 6日）
　　内容確認調査 3　平成29年10月15日～12月15日　坂田敏行　＊国庫・県費補助対象調査
　　　　　　　　　　（北教文発第58号　 平成29年10月16日）

3　本書の刊行事業はデーノタメ遺跡調査指導委員会、文化庁文化財部第二課、埼玉県教育局市町村支援部
文化資源課の指導、助言を受け、北本市教育委員会が実施した。

4　遺物の整理作業は平成27年 7月 1日から令和元年 6月30日にかけて実施した。

5　本書の編集・執筆は、磯野治司・齊藤成元・坂田敏行（以上北本市教育委員会）が行い、土器について
は田部井功、石器については今井正文の助力を得た。なお、第Ⅵ章では各節の冒頭に執筆者を明記した。

6　発掘調査・遺物整理作業を通じ、以下の方々より御協力・御教示を賜った。記して謝意を表する。
　　（敬称略）

　　大澤利夫・小澤好夫・小澤清治・鈴木一男・中村信太郎・林　貞夫・秋山邦雄・阿部昭典・石原道知

　　伊藤良永・岩田明広・上野真由美・江原　英・近江俊秀・大網信良・大谷　徹・岡村道雄・岡本健一

　　大竹憲明・小笠原永隆・小川政之・小倉　均・金子直行・亀田直美・君島勝秀・木山加奈子・久保田正寿

　　栗島義明・高妻洋成・肥沼隆弘・小杉　康・小林惠美・小林謙一・佐野　隆・清水康守・須田大樹

　　炭谷八重子・大工原豊・館野　隆・谷口康浩・朝重嘉朗・中野達也・中山誠二・永嶋正春・橋本富夫

　　日暮晃一・一木絵里・水之江和同・森先一貴・村田章人・村田文夫・目黒まゆ美・増村紀一郎

　　三田村有純・宮田　毅・山岸暎子・山田康弘・𠮷川國男・渡辺清志



調査組織

　デーノタメ遺跡の発掘調査並びに内容確認調査及び整理作業は、北本市遺跡調査会及び北本市教育委員会

を主体として実施した。これらの調査及び整理作業の組織は以下のとおりである。

1　調査組織

（１）発掘調査

平成12年度　北本市遺跡調査会（第１次調査）

会　　長 町田　　忠（北本市教育委員会教育長）
副 会 長 伊藤　　明（北本市文化財保護審議会会長）
理　　事 下村　克彦、若松　良一、佐々木　茂（文化財保護審議会委員）
監　　事 新井　保次（北本市企画財政課長）・不破　斐美（北本市会計課長）
幹　　事 小川　　保（北本市教育委員会生涯学習課長）

 小林　公一（北本市教育委員会生涯学習課長補佐）

調 査 員 磯野　治司（北本市教育委員会生涯学習課主査）

 吉見　　昭（北本市教育委員会生涯学習課主任）

 齊藤　成元（北本市教育委員会生涯学習課主事）

平成17年度　北本市遺跡調査会（第２次調査）

会　　長 内田　賢作（北本市文化財保護審議会会長）
副 会 長 小尾富士雄（北本市教育委員会教育長）
理　　事 下村　克彦、若松　良一、佐々木　茂（文化財保護審議会委員）
監　　事 藤倉　好秋（北本市企画財政課長）・不破　斐美（北本市会計課長）
幹　　事 西田　　勝（北本市教育委員会生涯学習課長）

 島村　秀道（北本市教育委員会生涯学習課長主幹）

調 査 員 磯野　治司（北本市教育委員会生涯学習課主査）

 齊藤　成元（北本市教育委員会生涯学習課主任）

 小松　政毅（北本市教育委員会生涯学習課主事）

平成19年度　北本市教育委員会（第３次調査）

教 育 長 小尾富士雄

教育部長 町田　哲雄

参　　事 飯島　和政

生涯学習課長 村田　則弘

同文化財保護担当主幹 磯野　治司
同文化財保護担当主査 齊藤　成元（調査担当者）
同文化財保護担当主事 小松　政毅

平成19-20年度　北本市教育委員会（第４次調査）

教 育 長 小尾富士雄

教育部長 町田　哲雄

参　　事 飯島　和政

生涯学習課長 村田　則弘

同文化財保護担当主幹 磯野　治司（調査担当者）
同文化財保護担当主査 齊藤　成元（調査担当者）
同文化財保護担当主事 小松　政毅・菊田なつみ



（２）内容確認調査

平成27年度（内容確認調査３）

教 育 長 真尾　正博

教育部長 吉田　伸吾

参事兼生涯学習課長 磯野　治司

同文化財保護担当主幹 長谷川昇一
同文化財保護担当主査 齊藤　成元
同文化財保護担当主任 岡野　茂樹
同文化財保護担当主任 坂田　敏行（調査担当者）

平成28年度（内容確認調査４）

教 育 長 真尾　正博

教育部長 吉田　伸吾

副部長兼文化財保護課長 磯野　治司
同文化財保護担当主幹 長谷川昇一
同文化財保護担当主査 齊藤　成元（調査担当者）
同文化財保護担当主任 坂田　敏行
同文化財保護担当主事補 佐守　志穗

平成29年度（内容確認調査５）

教 育 長 真尾　正博

教育部長 吉澤　達也

副部長兼文化財保護課長 磯野　治司
同課長補佐 齊藤　成元

同文化財保護係長 牧　　早苗

同文化財保護係主任 坂田　敏行（調査担当者）

同文化財保護担当主事 佐守　志穗

平成30年度（内容確認調査６）

教 育 長 清水　　隆

教育部長 原口　　穣

副部長兼文化財保護課長 磯野　治司
同課長補佐 齊藤　成元

同文化財保護係長 牧　　早苗

同文化財保護係主任 坂田　敏行（調査担当者）

同文化財保護担当主事 佐守　志穗

遺物整理・報告書刊行組織

平成30年度

教 育 長 真尾　正博・清水　　隆

教育部長 原口　　穣

副部長兼文化財保護課長 磯野　治司
同課長補佐 齊藤　成元

同文化財保護係長 牧　　早苗

同文化財保護係主任 坂田　敏行

同文化財保護担当主事 佐守　志穗
社会教育指導員 橋本　裕子

社会教育指導員 靏間　和男

非常勤職員 荒木　和枝・市川　政子

 小壁　恵子・鈴木　淑子

 古沢　幸江・星野みどり

令和元年度

教 育 長 清水　　隆

教育部長 原口　　穣

参与兼文化財保護課長 磯野　治司
同課長補佐 齊藤　成元

同文化財保護係長 牧　　早苗

同文化財保護係主任 坂田　敏行

同文化財保護担当主事補 吉田　　歩
社会教育指導員 橋本　裕子

社会教育指導員 靏間　和男

非常勤職員 荒木　和枝・市川　政子
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デーノタメ遺跡調査指導委員会

　平成28年度以降におけるデーノタメ遺跡の内容確認調査及び啓発事業については、デーノタメ遺跡調査指
導委員会及び文化庁、埼玉県教育委員会生涯学習文化財課（平成30年度からは同文化資源課）の指導のもと
に実施してきた。調査指導委員会の構成は以下のとおりである。

デーノタメ遺跡調査指導委員会（令和元年度）

阿部　芳郎（明治大学文学部教授・委員長）

松本　富雄（北本市文化財保護審議会委員・副委員長）

工藤雄一郎（学習院女子大学国際文化交流学部准教授）

佐々木由香（明治大学黒耀石研究センター）

能城　修一（明治大学黒耀石研究センター）

米田　　穣（東京大学総合研究博物館教授）

宮腰　哲雄（明治大学名誉教授）

オブザーバー　末木　啓介・佐藤　康二・倉澤麻由子（埼玉県教育局文化資源課）

北本市文化財保護審議会

北本市文化財保護審議会（令和元年度）

下村　克彦（元さいたま市立博物館館長・委員長）

松本　富雄（元三芳町文化財保護課長・副委員長）

内田　賢作（元北本市史編集委員）

岡田　勝雄（元北本市史専門調査員）

佐々木　茂（桶川市立桶川中学校教諭）

若松　良一（埼玉県立文書館学芸員）

岡部　正安（安養院住職）

今井　正文（桶川市教育委員会）
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第Ⅰ章　調査の契機と経過

第 1 節　調査の契機

　デーノタメ遺跡は昭和44年ごろ、当時の北本町教育委員会が町内で実施した埋蔵文化財包蔵地の分布調査
において発見された遺跡である。遺跡は大宮台地を開析する江川上流域の支流に位置しており、昭和44年に
日本住宅供給公社によって北本団地が造成されるまでは、遺跡の低地部に「デーノタメ」（1）と呼称される湧

水起源の溜池が存在していた。その当時、この溜池は約1,000㎡の規模で、夏場には水泳ができるほどの水
質、水量であったという。また、元禄10年（1697）の「秣場論所裁許状裏絵図」ではこの溜池が描かれてお
り、絵図では西側が堤で堰き止められ、東側がすぼまる舟底形を呈していたことがわかる他、北東の至近に

も矩形の溜池を併せて認めることができる（第 1図）。
　デーノタメ遺跡はこの「デーノタメ」と呼ばれる溜池の周囲に展開しており、昭和44年頃に分布調査を担
当した𠮷川國男氏は「ここの立地環境で特筆しなければならないことは、ここにはきわめて強力で豊富な地

下水の湧出があることである。一年じゅう台脚下から水音をたてて噴出している湧水である」と報告書に

記述し（𠮷川1972）、遺跡における「デーノタメ」の重要性にちなんで溜池の呼称を遺跡名としたのである
（第 2図）。
　埋蔵文化財包蔵地に指定された当時のデーノタメ遺跡は、溜池の南側に位置するデーノタメⅠ遺跡と、

南東部の台地上に位置するデーノタメⅡ遺跡の 2遺跡が認識されており、前者は土師器を伴う古墳時代の遺
物包含層、後者は縄文時代の後期堀之内式期を中心とする集落跡であると想定されていた。ところが昭和63
年、デーノタメⅠ遺跡内の畑地においてムロ穴を掘削した際、縄文時代中期の勝坂式土器がまとまって出土

したことから、にわかに縄文時代中期の集落跡の存在が注目されるようになったのである（𠮷川1990）。
　その後、市教育委員会は平成 9年度に国庫補助事業として市内埋蔵文化財包蔵地の詳細分布調査を実施
し、その成果によってデーノタメ遺跡Ⅰ・同遺跡Ⅱ及び榎戸Ⅲ遺跡を統合して「デーノタメ遺跡」（№16– 
039）とし、さらに範囲を拡大して現在に至っている。この指定範囲はその後の範囲確認調査の結果でも妥
当であることが確認されており、その面積は約6.0㏊となる。
　一方、北本市は都市近郊の住宅都市として昭和40年代から人口が増加し、本遺跡の周辺では雑木林が伐採
され、小規模な宅地開発が進んでいた。このため、スプロール的な市街地が形成されることが懸念されるよ

第１図　元禄10年の絵図に描かれたデーノタメ 第２図　デーノタメ遺跡周辺の低地（昭和44年）
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うになる中、北本市は当該地域における道路、公園、その他公共施設の整備改善を行い、良好な市街地の形

成を目指すため、44㏊と大規模な「久保特定土地区画整理事業」（平成 9年 2月認可）を計画したのである。
　この区画整理事業地の北西部にはデーノタメ遺跡が所在しており、とくに遺跡内には広域幹線の都市計画

道路「西仲通線」及び「南 2号線」が交差し、これに接して約7,200㎡の遊水地が計画されるなど、当該区
画整理の重要施設が集約するエリアとして計画されるに至った。このため、市教育委員会は久保土地区画整

理事務所の依頼を受け、平成10年度の区画整理地内の西側街区等を中心とする遺跡の範囲確認調査を皮切り
に、埋蔵文化財の調査に着手することとなったのである。

第 2 節　調査の経過

（ 1）範囲確認調査

　平成10年度の範囲確認調査は、平成11年 2月28日～ 3月21日まで、遺跡の中央を南北に走る都市計画道路
「西仲通線」の計画線を挟み、西側の街区予定エリア及び東側の第 1公園予定エリア外周の道路部分を対象
に実施した（第 1表）。その結果、西中通線及び西側の街区予定部分では縄文時代中期の勝坂式期～加曾利
EⅡ式期を主体とする遺構群が稠密に確認されたため、遺跡の西側には広汎に縄文時代中期の集落跡が存在
するものと判断された。また、東側の第 1公園予定地周辺では遺構の密度は高くないものの、中期加曾利 E
Ⅲ期の埋甕 1基の他、後期堀之内式期の遺物が広範に分布していたため、遺跡の東側には縄文時代後期前葉
の集落が展開しているものと予想されたのである。このため、区画整理事業を実施するにあたっては、縄文

時代中・後期を中心とする埋蔵文化財への影響が大きいことから、遺跡の保存について当教育委員会との協

議が必要である旨を北本市長あてに通知した。

（ 2）発掘調査

　その後、北本市教育委員会と北本市は遺跡の保存を前提とする調整を行ったが、すでに「西仲通線」「南

2号線」は都市計画決定の認可を、区画整理事業も施行認可の公告を受けており、計画を変更することは困
難であると判断されたため、早期に発掘調査による記録保存の措置を講ずることとなった。また、発掘調査

及び出土品の整理については北本市遺跡調査会が実施することとなり、第 1次調査の面積は900㎡、調査期
間は平成12年12月 4日～平成13年 3月21日と決定した（第 3図）。
　なお、引き続き実施が計画された第 2次調査は、平成13年 3月に遺跡内の樹林地でオオタカの営巣が確認
されたため、久保土地区画整理事務所ではオオタカの生息調査を実施し、第 2次調査は生息調査の終了後に
再開されることとなったのである。

　その後、オオタカの行動は遺跡内で頻繁に認められたものの、繁殖は平成12年度のみに止まったため、平
成17年度より発掘調査を再開することとなった。第 1次調査区に北接する第 2次調査は平成17年 9月27日か
ら平成18年 2月15日まで、遺跡の南側を対象とする第 3次調査は調査主体を北本市教育委員会として平成19
年 9月 2日から11月20日まで実施した。その後、低地部分を対象とする第 4次調査は、平成20年 2月14日か
ら平成21年 6月30日まで、平成19・20年度にわたって実施した。
　なお、第 1次～第 3次調査は台地上から低地に至る約3,300㎡を対象とし、主として縄文時代中期の稠密
な集落跡を確認した。続く第 4次調査は台地下の低地を対象とした調査で、170㎡と狭小な調査面積であっ
たが、縄文時代中期を中心として後期を含む良好な泥炭層が遺存していることが明らかとなった。この調査

では多量の漆塗土器及び植物遺体が出土したため、全国的にも事例の少ない縄文時代中期の泥炭層を有する
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遺跡として関心が高まるところとなり、文化庁及び埼玉県教育委員会との協議において、遺跡の保存と活用

を検討するよう指導を受けるに至った。

　しかしながら、一連の発掘調査は区画整理事業及び都市計画道路等の開発を前提とする記録保存の調査で

あったことから、市教育委員会は遺跡の保存・活用と開発計画との整合を図る必要に迫られた。そこで、平

成21年度には「北本市久保特定土地区画整理事業及びデーノタメ遺跡に係る検討委員会」（以下、検討委員
会とする）を組織し、開発計画と遺跡の保存・活用に関わる検討を 4回にわたって進め、検討結果について
は平成22年 4月16日に検討委員会委員長より北本市長へ報告された。

（ 3）内容確認調査

　上記検討委員会の報告では、遺跡の扱いに関する 4項目のうちの一つとして「現状では遺跡の範囲が未定
であり、今後、最優先課題として範囲確認調査を進め、遺跡の範囲を特定する必要があること」という意見

が示された。このため、市教育委員会では検討委員会の意見を受け、埼玉県教育委員会の指導により平成24
年度には遺跡東部、平成25年度には遺跡西部の範囲確認調査を行い、前者では縄文時代後期の集落跡、後者
では縄文時代中期の集落跡が広範に分布する状況を把握することができた。

　さらに、平成27年度は文化庁等の指導により、中期集落跡の規模と構造を明らかにする遺跡西部の内容確
認調査を行ったところ、同集落跡は長径が210ｍ、短径が160ｍを有し、中央に広場を設ける「関東最大級」
の環状集落であることが明らかとなった。

第３図　デーノタメ遺跡調査区位置図
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　翌平成28年度、市教育委員会は「デーノタメ遺跡に関し、保存等について専門的な指導、助言を得るた
め」（設置要綱第 1条）にデーノタメ遺跡調査指導委員会（以下「指導委員会」という）を組織し、同委員
会及び文化庁等の指導により、後期集落の規模と構造を明らかにする遺跡東部の内容確認調査を行った。そ

の結果、後期集落は溜池跡である「デーノタメ」周辺の低地を囲むように集落が弧状に展開し、その長さは

弦長で270ｍに及ぶことが明らかとなった。これにより、本遺跡は縄文時代中期集落及び後期集落ともに規
模が大きく、遺存状況も良好であることを確認するに至ったのである。

　平成29年度は指導委員会等の指導により、①中期集落南部の様相、②中期集落東側の台地低位面の様相、
③遺跡北部（デーノタメ付近）の泥炭層の様相等を明らかにする等の内容確認調査を引き続き行った。その

結果、①では縄文時代中期の住居跡を検出し、集落が明確に環状であること、②では縄文時代中期及び後期

の土器廃棄遺構があること、③では低地に縄文時代後期前葉から中葉の泥炭層が良好に遺存していること、

等が確認された。

第 3 節　遺物整理の経過

　遺物整理と報告書の作成作業は、平成27年 7月 1日から令和元年 6月30日まで実施した。ただし、脆弱な
木材資料等については、平成21年度から平成30年度にかけて、継続して凍結乾燥法による保存処理を行って
いる。

　平成27年度は 7月から翌年の 3月まで、出土遺物の水洗、注記、接合等の基礎的な整理を行い、翌平成28
年度は接合を終えた遺物実測図の作成と遺構実測図の整理を進めた。この年度の後半は概要報告書の作成作

業を平行して行い、概要報告書のための遺構図、遺物実測図のトレース、写真撮影、執筆等を行い、平成29
年 1月に北本市埋蔵文化財調査報告書第21集『デーノタメ遺跡－久保特定土地区画整理事業関係埋蔵文化財

年度 調査期間 調査形態 調査地点 調査成果

平成10年度 2.28～3.21 範囲確認調査 街区道路部分 縄文時代中・後期の集落跡を確認

12 12.4～3.21 第 1次発掘調査 西中通線（900㎡） 勝坂期～加曾利 E1 期等の住居跡 7軒

17 9.27～2.15 第 2次発掘調査 西中通線（900㎡） 勝坂期～加曾利 E1 期等の住居跡15軒

19 9.2～11.20 第 3次発掘調査 西中通線（1,500㎡） 加曾利 E1–E3 期の住居跡 2軒

19-20 2.14～6.30 第 4次発掘調査 西中通線（170㎡） 縄文時代中・後期の低湿地遺跡を調査

20 8.4～8.7 範囲確認調査 調整池予定地 縄文時代中・後期の泥炭層を確認

24 11.13～12.5 内容確認調査 後期集落 縄文時代中・後期の集落を確認

25 10.28～11.20 内容確認調査 中期集落 縄文時代中・後期の集落を確認

27 2.1～3.17 内容確認調査 中期集落 縄文時代中期の集落規模・構造を確認

28 6.7～7.12 内容確認調査 後期集落 縄文時代後期の集落規模・構造を確認

29 10.27～12.15 内容確認調査
中期集落・台地低位面・

低地他
縄文時代中期の集落範囲、後期低湿地遺跡を確認

30 10.15～11.22 内容確認調査 テラス部 中期と後期の遺物集中等を確認

第１表　デーノタメ遺跡調査一覧
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発掘調査概要報告書』を刊行した。

　平成29年度から令和元年度には引き続き、遺物の拓本、実測図作成及び復元、トレース等を、30年度は特
に第 4次調査出土の漆塗土器、加工木材の実測図作成、トレース等を行い、併せて『総括報告書』の執筆、
図版作成、写真撮影、割り付け、編集作業を経て、令和元年 5月半ばには原稿を印刷業者へ入稿した。
　報告書は 7月上旬から 8月下旬にかけて 3回の校正を経て印刷を行い、 9月30日には北本市埋蔵文化財調
査報告書第22集『デーノタメ遺跡総括報告書』を刊行した。
　なお、報告書に掲載した自然科学分析については、平成28年度の調査指導委員会による協議を経て、年
代、花粉、大型植物遺体、土器圧痕、木材、昆虫遺体、動物遺体、漆製品、同位体等の分析を順次行った成

果である。

　なお、調査から整理作業等に至る事業の経過については第 2表に示した。

註

（ 1）地元では「デーノタメ」の他「デイノタメ」と発音する場合もある。湧水のことを「デスイ」または「デ
イ」ともいい、「デイの溜池」の意味であるか、北側に台原（デーッパラ）地区があり、「デーッパラの溜

池」の意味のいずれかであろう。

引用・参考文献

𠮷川國男（1972）「北本市の遺跡と遺物」『北本市の埋蔵文化財』北本市教育委員会
𠮷川國男（1990）「江川流域の遺跡」『北本市史第三巻上　自然・原始資料編』北本市教育委員会

業務／年度 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

範囲確認調査

第 1次発掘調査

第 2次発掘調査

第 3次発掘調査

第 4次発掘調査

検討委員会

遺物保存処理

内容確認調査

内容確認調査

文化庁・県協議

調査指導委員会

遺物整理作業

試料分析調査

概要報告書刊行

総括報告書印刷

第２表　デーノタメ遺跡の調査等の経過
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